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ワークショップの実施概要

概要

インターネットトラブル事例集の認知度・利用度の向上に向け、事例集の内容や活用方法に関し、
青少年の意見を聴取するため、中学生・高校生を対象にワークショップを実施した。

内容

テーマ インターネットトラブル事例集が利用・活用されるために必要なこと

実施形式 ４～５名程度を１班としたグループによる「KJ法」を用いたディスカッション

実施時間 50～90分にて実施

プログラム

〇グループワーク①

－現在の事例集でよいと思った点・あまり良くないと思った点／事例集の改善案

〇グループワーク②

－事例集の効果的な周知方法・活用方法の提案

ワーク方法

・ 参加者が感じたことを付箋に書き、模造紙に貼りながらディスカッションを行い、ディスカッションの結果を集

約して、グループごとの提案を実施。

・ 各グループのファシリテーションは生徒が実施（事務局は、全体ファシリテーション及び巡回による進行の助

言のみ）。

実施校

神戸学院大学附属中学校（兵庫県）、名取市立増田中学校（宮城県）、
府中市立府中第八中学校（東京都）

（中学校：3校、高等学校：４校 計７校）

高等学校 ：

中学校 ：

関西大学高等部（兵庫県）、神戸学院大学附属高等学校（兵庫県）、
静岡県立駿河総合高等学校（静岡県）、早稲田摂陵高等学校（現：早稲田大阪高等学校）（大阪府）
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ワークショップ結果
-インターネットトラブル事例集の良い点、課題点・改善案-
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ワークショップ結果
-インターネットトラブル事例集の周知方法の提案-
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ワークショップ結果
-インターネットトラブル事例集の活用場面の提案-
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実施風景
＜ワークショップの様子＞

早稲田摂陵高等学校（現：早稲田大阪高等学校） 静岡県立駿河総合高等学校

名取市立増田中学校 府中市立府中第八中学校

関西学院高等部神戸学院大学附属中学校・高等学校
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